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◆玉ネギ作りの参加者を募集！ 

昨年に引き続いて、今年も錦町にあるシルバー農園において玉ネギづくりをします。 

参加費は、苗や肥料代などの実費のみで、収穫した玉ネギは参加者が持ち帰ります。 

昨年もベテラン会員の指導の下、大きく育てることができました。 

今は国産玉ネギの値段が高騰していることもあり、家計にも優しい SDGs 活動に貢献でき

ます。１０月下旬ころに植え付けを行い、収穫は来年の７月初旬頃です。参加を希望され

る方は、９月末までにご連絡ください。 

連絡先：白倉徳一 72-5850 又は事務局 72-0610 

 

◆緊急募集！ 冬囲い作業を手伝ってください。 

  10 月より、いよいよ冬囲い作業が本格化します。シルバー人材センターには、約 340

件の冬囲いの依頼が寄せられ、これを約 70 人の会員が 12 班に分かれて、11 月下旬

の作業終了を目標に行います。 

 しかし、冬囲い作業は、年々人手不足が深刻化し、今年も新規の受注が受けられないば

かりか、毎年受けている件数を削減せざるを得ない状況です。 

 このため、少しでも冬囲い作業を手伝っていただける方は至急、事務局までご連絡をお

願いします。 

 

◆「mks 写楽同好会」からのお知らせ！ 

mks 写楽同好会からのお知らせです。 

８月の同好会は、笹ヶ峰高原へ撮影に出かけました。 

天候に恵まれ、高原のさわやかな世界を満喫しました。 

次回は、 

９月１７日（火）１０時００分にセンターへ集合し、スマホのお困りごとや、操作の方法

などのレベルアップを予定します。是非ご参加ください。 
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「安全は 無理せず 焦らず 油断せず」 

    無事故・無災害記録表 令和 6 年 8 月 31 日 現在  
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◆事故 発生報告 「蜂刺され」警報！発生報告が相次いでいます。

1．草刈り作業における蜂刺され事故(請負就業)

発生日： 令和6年　8月15日

発生場所： 長森地内の休耕畑

発生状況： 刈払機による草刈り作業中、草藪の中から蜂が飛来し

左手の中指を刺された。その後病院にて治療を受けた。

ハチの巣を発見した際ハチジェットにて退治したが

他にも巣が複数ありハチに刺された。

2．草取り作業における蜂刺され事故(請負就業)

発生日： 令和6年　8月20日

発生場所： 美守地内の民家

発生状況： 草取り作業中に、蜂の巣に気が付かず手を出したところ

手の甲を刺された。周辺には2～3匹蜂が飛んでいた。

直ぐに、病院にて受診・治療した。

急激な気温上昇に伴い、蜂が活性化しています。

これから10月末頃まで十分な注意が必要です。

「蜂刺され」は命にかかわる事故です。屋外作業を行う場合は

十分に注意して作業して下さい。

●巣の近くに行かない。（危険予知必須）⇒　作業前の安全点検を確実に行いましょう。

巣を見つけたら一旦離れて巣が小さい場合は蜂スプレーで退治する。

●ヘルメット又は帽子の着用。⇒　蜂は黒っぽいところ目がけて攻撃してきます。

ヘルメットの着用規定がない作業では帽子(黒、黄以外)をかぶる。

●黒っぽい服装を避ける。⇒蜂が興奮するので黒色と黄色の服は危険です。白っぽい服装をする。

怖いのは蜂毒アレルギー（アナフィラキシーショック）→死に至る場合も

「蜂毒アレルギー」蜂に刺された時、かゆみや発赤（ほっせき）のような皮膚炎、

または嘔吐や寒気などの症状を起こすことがあります。

蜂毒の中にはアレルギー反応を起こす成分（アレルゲン）やヒスタミンが含まれて

いるため、場合によっては重症のアナフィラキシーに至る危険性があります。

過去に刺されたことのある人は、要注意です。

■蜂に攻撃された場合は？
「騒がずじっとしていること」

蜂が向かってきた時、手で振り払ったり大声をあげたりすると、かえって蜂を刺激します。

興奮した蜂に刺激されて、他の蜂が集団で襲ってくる場合もあります。走らないよう、

速やかにその場から離れてください。

刺された場合は？

●蜂に刺されたらその場から数十メートル離れること。

●刺された傷口を流水でよく洗いながし、毒液を絞り出すようにします。

●蜂の針が残っている場合は、毒液を再注入しないようにそっと抜きます。

●局所の疼痛に関しては、水か氷で冷やします。

●かかった医療費はシルバー保険適用となりますので領収書保管し事務局へ連絡願います。

※※※※アナフィラキシー症状がでた場合※※※※

救急車到着を待つ間は仰向けに寝かせ、足を持ちあげて救急隊を待ち、できるだけ移動させないこと。

特に背負うなど頭を高くした状態での移動は避けて下さい。

◆屋外作業時の注意点


